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1 3相－2相変換
3相の対称な交流

a = cos (ωt) , b = cos
(
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)
, c = cos

(
ωt− 4π
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)
(1)

を想定するとき、
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の変換を行うと、

α = cos







β = sin







(3)

となり、位相差 の２相交流となる。

ヒント：加法定理

cos(α− β) = cos(α) cos(β) + sin(α) sin(β)

2 2相－2相変換
図 1 のように、直交座標 α− β と、それと角 ωt をなす座標 d− q を考える。（座標 d− q は回

転している）
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図 1: 座標軸の設定

ここで、２つの直交座標軸 α− β, d− q を (5)式の複素数で表す。

γ = α + jβ, c = d + jq (5)

このとき、(4)式と (6)式が同値であることを示す。

c = e−jωtγ (6)

ただし、 e−jωt =

(6)式に (5)を代入して計算すると、(7)式となる。

d + jq = + j (7)

この実部と虚部を比べると、(4)式と等しいことが分かる1。よって、２相どうしの変換であれ
ば、複素ベクトルでも扱うことができ、こちらの方が扱いやすいことも多い。
ここで、γ = cos(ωt + θ) + j sin(ωt + θ) = ej(ωt+θ) の２相交流を考えると、

c = (8)

となり、d− q軸上では周波数が 0 、すなわち直流となることが分かる。

1(4)式と (6)式の両辺を微分したものも同値となる。余裕があればやってみよ。ただし、θ = ωt, α, β とも時間変
化するので、その積を微分する際には注意。
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